
 
 

【お知らせ】令和８年度 新３年生の学級編制について 

 現在の２年生は、通常学級児童数 36名で２学級編制となっています。来年度（４月段階）に

つきましては、児童の在籍状況の変更により、通常学級在籍児童数が 35名となる見込みです。 

 学級編制基準（学級定員）については「公立義務教育諸学校の学級編制及び教職員定数の標

準に関する法律」に定められています。学級編制基準に基づき、35名の場合は１学級編制とな

り、来年度の（新）３年生は通常学級１学級での編制となる予定です。 

学級数は変更となりますが、子どもたち一人一人の学習や学校生活が充実したものとなるよ

う、教職員が連携しながら指導・支援の充実に努めてまいります。保護者の皆様のご理解とご

協力をよろしくお願いいたします。 

 

希望の春 

年度末特有の慌ただしさが増しています。間もなく本校を旅立っていく６年生と、それぞれの

学年の修了を迎えようとしている１〜５年生の在校生。一抹の寂しさと新しい学年・学校への期

待・不安が混在する３月、子どもたちの気持ちも揺れ動いていることと思います。ご家庭におい

ても、子どもたちがナイーブな時期にあることを配慮していただき、引き続きのご支援をよろし

くお願いいたします。 
 
 

■ ６年生を送る会  ３月６日 

全校児童が体育館に集い、「６年生を送る会」を行いまし

た。６年生への感謝とお祝いの気持ちを伝えるため、５年生

が中心となって企画・運営した会です。これまで楽しい場を

つくってくれる立場だった６年生が、この日はみんなの拍手

に迎えられる主役となりました。楽しいゲームや、６年生一

人一人にまつわる 20問の「〇×クイズ」、色紙のプレゼン

ト、「６年間の思い出」ムービーの上映、そして各学年から

の感謝の言葉…。体育館いっぱいに「ありがとう」「おめで

とう」の思いがあふれる、心温

まる会となりました。下級生にとって、６年生は本当に頼りに

なる憧れの存在だったのだと思います。だからこそ、このよう

な素晴らしい「６年生を送る会」になったのでしょう。 

また、会を進めてくれた５年生にとっては、次の最高学年に

向けての力試しの場でもありました。広谷小学校を引っ張って

いくリーダーのバトンが、５年生へと受け継がれていくことを

実感するひとときとなりました。 
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ふるさととつながり、仲間とともに 

“在りたい未来”を創造する広谷っ子の育成 

アーチをくぐって入場する６年生 

色紙をプレゼントしました 



■ 新１年生体験入学 【１年生】   ２月 27日 

４月に入学してくる子どもたち（5歳児）の「体験入学

会」を行いました。やる気満々の１年生が、園児さんたちに

小学校生活のさまざまなことを教えました。鉛筆の持ち方を

教えたり、いっしょに形づくりの学習をしたりと、頼もしい

姿が見られました。１年生が、いつもより大きく見えまし

た。自分が年上であることを意識し、自信を持って優しく園

児さんに接していました。１年生にとっても、５歳児の子ど

もたちにとっても、４月からの生活に向けて一歩近づく、よ

い機会となりました。１年生のおかげで、新入生の皆さん

は、春の入学が待ち遠しくなったことでしょう。 

■ 15年間のライフプランをつくってみよう【６年生】 ３月４日 

６年生は、講師としてお二人のライフプランナーの方をお招

きし、キャリア学習に取り組みました。自分が大切にしたいこ

とを考えたり、自己紹介に関する質問に答えたりしながら自分

への理解を深め、そのうえで「これから 15年間のライフプラ

ン」を作成しました。卒業を間近に控えた６年生にとって、ラ

イフプランの専門家の方から学びながら、これからの未来に思

いを巡らせる貴重な機会となりました。今の自分を見つめ、こ

れからの歩みを考える、この時期ならではの学びとなりました。 

 

「だれかのために、なにかを作ること」  

◼ ３月の全校朝会では「大人になるとはどう

いうことか」ということについて考えまし

た。 

◼ 紹介したのは、詩人まど・みちおさんの

「朝がくると」という詩です。詩の中の

「ぼく」は、自分が使っているのは「ぼく

が作ったものではない」ものばかりで、自

分はたくさんの人が作ってくれたものに支

えられて生活していることに気づきます。 

◼ そして、詩の最後で、ぼくはこう言いま

す。「いまにおとなになったら、ぼくだっ

て、なにかを作ることができるようになるために。」 

◼ この言葉には、大人になることへの大切な意味が込められているように思います。大人になる

とは「だれかのために、なにかを作ることができる人になること」ではないでしょうか。それ

は、目に見える物だけではありません。だれかの幸せや、安心や、便利さや、つながり

や･･･。目に見えなくても、人が生み出す大切な「何か」が、たくさんあります。 

◼ ちょうどこの日、５年生が中心となって「６年生を送る会」を企画してくれました。６年生の

ために会をつくり、感謝を届けようとする姿は、まさに「だれかのために、なにかをつくる」

姿そのものでした。 

◼ 学年が一つ上がり、一歩大人に近づこうとするこの時期、「だれかのために、なにかを作るこ

とができる人」に少しでも近づこうとしてほしいと思います。 

おにいさん・おねえさんらしく教えてあげました 

愛？家族？お金？ 自分が大切だと思

うものについて意見交流 
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